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地震だ、津波だ、すぐ避難 !
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町
長
の
行
動

　

8
月
は
、
広
域
営
農
団
地
推
進
協
議
会
（
21

日
）、
南
宇
和
森
林
組
合
総
代
会
（
24
日
）、
魚

食
普
及
推
進
協
議
会
・
水
産
業
振
興
協
議
会

（
28
日
）、
補
正
予
算
査
定
（
30
・
31
日
）
な
ど

に
出
席
し
ま
し
た
。

　

9
月
は
、
愛
媛
県
総
合
防
災
訓
練
（
1
日
、

津
島
町
）、
緑
八
朔
相
撲
（
2
日
）、
南
宇
和
ヤ

ン
グ
S
S
サ
ッ
カ
ー
大
会
・
町
地
震
津
波
避
難

訓
練
（
3
日
）、
町
管
工
事
組
合
と
の
災
害
時
応

援
給
水
及
び
復
旧
作
業
に
関
す
る
協
定
締
結
（
4

日
）、
愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
設
立

準
備
委
員
会
設
立
総
会
（
4
日
、
松
山
市
）、
松

山
大
学
ベ
ン
チ
ャ
ー
講
座
学
生
有
志
に
よ
る
夏

季
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
発
表
会
（
6
日
）、
篠
山

小
中
学
校
合
同
校
舎
地
鎮
祭
（
7
日
）、
地
域
活

性
化
懇
話
会
（
11
日
）、
在
宅
高
齢
者
等
訪
問

（
12
日
）、
四
国
8
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
利

用
促
進
を
考
え
る
会
設
立
総
会
（
12
日
、高
知
市
）

な
ど
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
昨
年
は
天
候
不
順
の
た
め
中
止
し

た
地
震
津
波
避
難
訓
練
も
、
今
年
度
は
晴
天
に

恵
ま
れ
、
多
く
の
住
民
の
方
々
に
ご
参
加
い
た

だ
き
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
訓
練
を
繰
り
返
す
こ
と
で
「
い

ざ
と
い
う
時
に
」
被
害
を
最
小
限
に
く
い
止
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
多
く

の
地
区
で
自
主
防
災
会
に
対
す
る
認
識
を
深
め

て
い
た
だ
き
、
助
け
合
い
、
支
え
合
う
人
間
関

係
の
構
築
を
図
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

表紙の写真コメント

町地震津波避難訓練で、倒壊した建物等により負傷したとの想定のもと、県防災ヘリコプターで病

院に搬送する訓練に参加した皆さんです。

9/3

平成 19 年 2 月末完成をめざした篠
山小中学校合同校舎新築工事の地鎮
祭に、中西清二宿毛市長 ( 写真左 )
とともに出席しました。

　　　ジュ二アオリンピック愛媛県
選考会3000m（9分 3秒）で優勝し、
横浜市で開催される「第37回ジュ二
アオリンピック陸上競技大会」(10/28・
29)に出場する城辺中学校3年の森口
瑞
みず

規
き

くんです。

9/13

松山市で開催された「2006愛媛県

小学生相撲選手権大会」女子4年

生以下の部で優勝し、堺市で開催さ

れた「第9回全日本小学生新相撲

大会」(9/17) へ出場した幸田真
ま

菜
な

さ

ん (城辺小3年 )と、本多助役です。

　　　町内に在住されている100歳以上の高齢者（10名）に、長寿を
お祝いする記念品を贈呈しました。谷口町長の右側が、鈴木スガノさん
（105歳）、左側が中田ノブさん（103歳）です。（自在園にて撮影）

9/12

9/7

　　　緑八朔相撲に出場したかわいい選手たち9/2

9/13

　　　南予地域調査 (水産業とカツオのまちづくり等 )のため来町され
た、愛媛大学地域創成研究センターの方々です。
8/31
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愛は南から

▲

関西フィルハーモニー管弦
楽団を指揮する谷口ひずる
さん ( 一本松中 2年 )

▲
「2006 B&G 全国
ジュニア水泳競
技会」に参加し
た皆さん

▲どろんこサッカー大会（男子

　の部）で「MVP」に輝いた島津

　祐
ゆう

二
じ

さん

▲

きれいになりまし
たね（カットボラ
ンティア）

▲どろんこサッカー大会（女子

　の部）で「MVP」に輝いた安濃

　沙
さ

織
おり

さん

▲気をつけて乗ってください
　（町地震津波避難訓練）
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特集 .1

地
震
だ
、
津
波
だ
、
す
ぐ
避
難
!!

　

9
時
30
分
、
愛
媛
県
南
予
で
震
度
6
弱

の
地
震
が
発
生
、
地
震
発
生
か
ら
31
分
後

に
津
波
（
最
大
で
5
.
9
m
）
が
到
達
す

る
と
の
想
定
で
、
福
浦
湾
の
各
地
区
（
樽

見
、
大
成
川
、
小
成
川
、
福
浦
、
麦
ヶ

浦
）、
武
者
泊
地
区
、
柏
崎
地
区
で
、
福
浦

小
中
学
校
や
各
地
区
の
自
主
防
災
会
、
消

防
署
、
愛
南
警
察
署
、
愛
媛
県
、
松
山
陸

上
自
衛
隊
第
14
旅
団
他
の
関
係
機
関
、
約

1,
2
0
0
名
が
参
加
し
て
、
一
時
避
難
場

所
へ
の
避
難
訓
練
、
防
災
行
政
無
線
に
よ

る
地
震
に
関
す
る
情
報
伝
達
訓
練
（
移
動

系
防
災
行
政
無
線
及
び
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
、

衛
星
携
帯
電
話
を
活
用
）、
倒
壊
建
物
か
ら

の
救
出
・
救
護
訓
練
、
愛
媛
県
防
災
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
に
よ
る
負
傷
者
の
搬
送
、
輸
送

訓
練
、
自
衛
隊
や
婦
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
非
常
食
の
炊
き
出
し
訓
練
な
ど
、
緊

迫
し
た
災
害
状
況
を
想
定
し
、
各
種
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
会
場
と
な
っ
た
福
浦
小
中
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
、
煙
の
怖
さ
や
起
震
車

に
よ
る
模
擬
体
験
、
自
衛
隊
車
両
の
乗
車

体
験
会
な
ど
、
訓
練
を
終
え
た
参
加
者
も
、

各
展
示
コ
ー
ナ
ー
等
で
災
害
の
恐
ろ
し
さ

を
実
感
し
た
よ
う
で
し
た
。

9
/
3

町
地
震
津
波
避
難
訓
練
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ま
た
、
福
浦
公
民
館
で
は
、
愛
媛
地
震

防
災
技
術
研
究
会
（
愛
媛
大
学
助
教
授
森

伸
一
郎
会
長
）
の
協
力
に
よ
り
「
南
海
地

震
に
備
え
る
た
め
の
自
主
防
災
基
礎
知
識
」

と
題
し
た
講
演
会
が
あ
り
、
津
波
の
発
生

状
況
や
仕
組
み
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、
参
加

し
た
地
域
住
民
も
、
津
波
に
お
け
る
避
難

の
重
要
性
を
学
ぶ
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
各
種
の
訓
練
内
容
を
検
証
し
、

よ
り
現
実
に
即
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
検

討
し
て
い
く
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

区
の
実
情
（
地
形
・
居
住
状
況
等
）
に
応

じ
た
訓
練
を
実
施
し
、
災
害
時
に
被
害
を

最
小
限
に
く
い
止
め
る
た
め
の
対
策
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

自
主
防
災
組
織
の

　
　

育
成
を
め
ざ
し
て
・
・
・

　

現
在
、
海
岸
部
を
中
心
に
46
行
政
区

で
自
主
防
災
組
織
が
結
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
、
よ
り
身
近
な
地
区
住
民
で

助
け
合
い
、
支
え
合
う
関
係
を
構
築
す

る
こ
と
で
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
区
を
め
ざ
し
て
、
よ
り
多
く
の
自

主
防
災
組
織
を
結
成
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
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歳入総額
185億1,374万6千円

地方税

18億4,406万9千円

10.0％

その他の収入　8.2％

15億3,349万円

その他の収入　8.2％

15億3,349万円

地方債

26億8,190万円

14.5％

都道府県支出金

11億9,758万5千円

6.5％

繰越金　4.5％

8億3,195万4千円

繰越金　4.5％

8億3,195万4千円

地方交付税

76億7,272万5千円

41.4％

繰入金　7.9％

14億6,207万1千円

都道府県支出金

11億9,758万5千円

6.5％
7.0％

国庫支出金

12億8,995万2千円

7.0％

国庫支出金

12億8,995万2千円

歳出総額
178億2,793万6千円

総務費

29億2,101万8千円

16.4％

民生費

30億7,461万円

17.2％

7.4％

衛生費

13億1,129万3千円

7.4％

衛生費

13億1,129万3千円10.2％

農林水産業費

18億1,571万8千円

6.8％
6.8％

土木費

12億663万円

6.8％

土木費

12億663万円
消防費　2.8％

5億839万8千円

教育費

15億8,976万円

8.9％

教育費

15億8,976万円

8.9％

公債費

29億7,935万8千円

16.7％

公債費

29億7,935万8千円

16.7％

諸支出金

18億263万1千円

10.1％

諸支出金

18億263万1千円

10.1％

その他の支出

6億1,852万　3.5％

財産の状況

（１）土地・建物

区　分 土　　地 建　　物

合　計 21,252,671.38㎡ 230,287.48㎡

その他の支出

　議会費 9,909万1千円

　商工費 2億3,605万7千円

　災害復旧費 2億8,337万2千円

その他の収入

　地方譲与税 2億8,539万7千円

　利子割交付金 1,308万5千円

　配当割交付金 528万8千円

　株式等譲渡所得割交付金

 816万4千円

　地方消費税交付金

 2億4,952万5千円

　自動車取得税交付金

 7,195万8千円

　地方特例交付金 5,654万5千円

　交通安全対策特別交付金

 375万4千円

　分担金及び負担金

 3億6,126万9千円

　使用料及び手数料

 1億9,453万6千円

　財産収入 2,155万5千円

　寄附金 100万円

　諸収入 2億6,141万4千円

　愛南町財政事情の作成及び公表に関す

る条例に基づき、平成17年度における愛

南町の財政状況をお知らせします。

平成17年度　愛南町の財政状況を公表します。

歳入

歳出

一般会計の予算執行状況
予算額 192億5,530万9千円

歳入総額 185億1,374万6千円

歳出総額 178億2,793万6千円

歳入歳出差引額 6億8,581万円

（２）出資金・出捐金

9億8,851万5千円
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人件費

39億17万1千円

21.9％

物件費

20億4,938万6千円

11.5％

その他の支出

3億9,684万6千円　2.2％

繰出金

12億4,965万3千円　7.0％

繰出金

12億4,965万3千円　7.0％

積立金

18億173万2千円

10.1％

公債費

29億7,985万8千円

16.7％

普通建設事業費

35億3,904万5千円

19.9％

扶助費

8億9,965万6千円

5.0％

扶助費

8億9,965万6千円

5.0％

補助費等

10億1,158万9千円

5.7％

補助費等

10億1,158万9千円

5.7％

土木費

43,768円

消防費

18,441円

その他の支出

22,435円

教育費

57,665円

衛生費

47,564円

総務費

105,953円

農林水産業費

65,861円

諸支出金

65,386円

民生費

111,524円

公債費

108,069円

町の基金（貯金）の状況です

区　　　分 現　在　高 区　　　分 現　在　高

財政調整基金 15億5,960万5千円 人材育成基金 6,544万6千円

減債基金 8億3,508万1千円 産業振興基金 1億1,760万円

地域福祉基金 8億6,489万円 諏訪公園管理基金 433万6千円

公共施設整備基金 1億9,068万6千円 西海ストックヤード管理基金 2,004万1千円

文化振興基金 1,002万円 肉用牛貸付基金 1,271万5千円

地域振興基金 2億4,393万6千円 高齢者等肉用牛貸付基金 1,500万7千円

ふるさと創生基金 8,014万1千円 高齢者いきがい対策肉用牛貸付基金 275万円

公営住宅建設基金 1,009万3千円 地域活性化基金 10億円

水資源対策基金 2億4,829万5千円 国民健康保険財政調整基金 5,284万6千円

中山間ふるさと水と土保全基金 4,960万1千円 土地開発基金 1億22万1千円

水産振興基金 3,495万9千円 計 55億1,826万9千円

地方債・一時借入金の状況

会　　　　計
現　　在　　高

地　方　債 一時借入金

一般会計 267億7,297万8千円 －

介護保険特別会計 8,412万4千円 －

簡易水道特別会計 15億9,692万円 －

小規模下水道特別会計 18億2,623万7千円 －

上水道事業会計 26億6,209万4千円 －

病院事業会計 2億2,963万9千円 －

計 331億7,199万2千円 0円

一般会計性質別執行状況
平成17年度に使われたお金は

区　分 支出済額
人件費 39億17万1千円
物件費 20億4,938万6千円
扶助費 8億9,965万6千円
補助費等 10億1,158万9千円
普通建設事業費 35億3,904万5千円
公債費 29億7,985万8千円
積立金 18億173万2千円
繰出金 12億4,965万3千円
維持補修費 6,076万4千円
災害復旧事業費 3億846万7千円
投資及び出資金 100万円
貸付金 2,661万5千円

合　計 178億2,793万6千円

その他の支出

　維持補修費 6,076万4千円

　災害復旧事業費 3億846万7千円

　投資及び出資金 100万円  　

　貸付金 2,661万5千円

主な内訳の説明

●公債費は、国などから借入れたお金の返済などに使ったお金です。
●諸支出金は、基金（貯金）を蓄えるためのお金です。

町民１人当りに使われたお金は、646,666円です
（それぞれの歳出額を平成18年3月31日現在の人口（27,569名）で割った数字です。）

内訳
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議
会
事
務
局
か
ら
！

第
３
回
町
議
会
定
例
会

（10）上水道事業会計 （11）病院事業会計（国保一本松病院）
営業収益 4億905万5千円 医業収益 4億1,829万8千円
営業費用 3億9,237万4千円 医業費用 4億3,626万3千円
営業利益 1,668万1千円 医業損失 1,796万5千円
営業外収益 6,606万2千円 医業外収益 6,662万3千円
営業外費用 6,766万2千円 医業外費用 2,734万8千円
経常利益 1,508万1千円 経常利益 2,131万円
特別利益 140万1千円 特別利益 －
特別損失 95万2千円 特別損失 －
当年度純利益 1,553万円 当年度純利益 2,131万円
前年度繰越利益剰余金 2,648万3千円 前年度繰越欠損金 842万2千円
当年度未処分利益剰余金 4,201万3千円 当年度未処分利益剰余金 1,288万8千円

特別会計の状況
（１）国民健康保険特別会計 （２）国民健康保険特別会計（内海診療所） （３）老人保健特別会計
予算額 33億5,400万円 予算額 1億5,988万円 予算額 33億8,879万円
収入済額 33億6,895万8千円 収入済額 1億5,527万4千円 収入済額 33億7,171万5千円
支出済額 32億7,595万8千円 支出済額 1億5,527万4千円 支出済額 33億4,660万9千円
差引額 9,300万円 差引額 0円 差引額 2,510万6千円

（４）介護保険特別会計 （５）簡易水道特別会計 （６）小規模下水道特別会計
予算額 22億6,325万9千円 予算額 3億4,889万1千円 予算額 2億8,618万9千円
収入済額 22億5,886万3千円 収入済額 3億5,154万3千円 収入済額 2億8,717万4千円
支出済額 22億3,337万6千円 支出済額 3億4,369万7千円 支出済額 2億8,450万3千円
差引額 2,548万7千円 差引額 784万6千円 差引額 267万1千円

（７）温泉事業等特別会計 （８）同和地区住宅新築資金等貸付事業会計 （９）旅客船特別会計
予算額 2億3,144万9千円 予算額 605万5千円 予算額 6,108万円
収入済額 2億3,264万1千円 収入済額 166万9千円 収入済額 6,250万8千円
支出済額 2億987万円 支出済額 166万9千円 支出済額 5,919万8千円
差引額 2,277万1千円 差引額 0円 差引額 331万円

　

本
庁
議
場
で
「
平
成
18
年
第
３
回
愛
南

町
議
会
定
例
会
」
が
開
催
さ
れ
、
始
め
に

谷
口
町
長
が
「
９
月
３
日
に
福
浦
湾
周
辺

と
柏
崎
地
区
を
主
会
場
に
開
催
し
た
町
地

震
津
波
避
難
訓
練
で
は
、
自
主
防
災
会
及

び
学
校
関
係
者
等
、
多
く
の
関
係
機
関
の

ご
協
力
に
よ
り
、
実
践
的
な
訓
練
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
自
主
防

災
組
織
の
全
地
区
結
成
を
め
ざ
す
と
と
も

に
、
一
層
の
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
参
り
ま
す
。
次
に
、
国
の
医
療

保
険
制
度
の
見
直
し
に
伴
い
、
現
在
の
老

人
医
療
制
度
に
変
わ
る
も
の
と
し
て
、
県

単
位
の
広
域
連
合
で
医
療
保
険
制
度
を
構

築
し
よ
う
と
、
愛
媛
県
で
も
、
75
歳
以
上

を
対
象
と
し
た
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が

導
入
さ
れ
る
運
び
に
な
り
、
９
月
４
日
に

広
域
連
合
設
立
準
備
委
員
会
の
設
立
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
広
域
連

合
の
規
約
等
の
協
議
を
行
い
、
平
成
20
年

４
月
か
ら
新
た
な
保
険
制
度
の
運
用
を
開
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始
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
医
療
保

険
も
、
市
町
単
位
を
保
険
者
と
す
る
従
来

の
枠
組
み
か
ら
、
県
単
位
に
移
行
す
る
時

期
を
迎
え
た
よ
う
で
、
よ
り
一
層
の
医
療

保
険
制
度
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。
」
と
、
召
集
の
あ

い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
一
本
松
温
泉
あ
け
ぼ
の
荘
条

例
、
ゆ
ら
り
内
海
条
例
及
び
山
出
憩
い
の

里
温
泉
条
例
の
全
部
改
正
が
３
議
案
、
愛

南
町
公
共
事
業
分
担
金
徴
収
条
例
他
の
一

部
改
正
が
10
議
案
、
災
害
対
応
特
殊
救
急

自
動
車
他
の
購
入
契
約
が
３
議
案
、 

船

越
漁
港
広
域
漁
港
整
備
工
事
請
負
契
約
が

１
議
案
、
平
成
17
年
度
愛
南
町
上
水
道
事

業
会
計
及
び
愛
南
町
病
院
事
業
会
計
の
決

算
認
定
が
２
議
案
、
平
成
18
年
度
一
般
会

計
・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
・
介
護
保
険

特
別
会
計
な
ど
の
補
正
予
算
が
４
議
案
、

議
員
定
数
等
検
討
特
別
委
員
会
設
置
他
、

計
35
議
案
が
承
認
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
二
宮
敬け

い

典す
け

、
土
居
尚な
お

行ゆ
き

、
清

水
雅ま
さ

文ふ
み

、
山
下
正ま
さ

敏と
し

、
西
口  

孝
た
か
し

、
山
下

太た
い

三ぞ
う

、
増
元
久ひ
さ

男お

、
那
須
芳よ
し

人と

の
各
議
員

か
ら
、
一
般
競
争
入
札
の
導
入
や
職
員
数

の
適
正
化
計
画
、
養
殖
漁
業
の
活
性
化

策
、
愛
な
ん
ブ
ラ
ン
ド
構
築
に
向
け
た
現

状
、
都
市
と
の
交
流
等
の
方
策
、
学
校
統

廃
合
や
小
中
学
校
の
防
犯
対
策
等
に
つ
い

て
の
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
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社
会
教
育
課
か
ら
！

花
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
が
表
彰
！

水
道
課
か
ら
！

災
害
時
に
お
け
る
給
水
活
動
に

関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
！

総
務
課
か
ら
！

自
治
基
本
条
例

（
仮
称
）の
素
案
を
検
討
中
！

総
務
課
か
ら
！

町
温
泉
施
設
の
指
定
管
理
者

制
度
へ
の
移
行
に
つ
い
て
！

　

国
土
交
通
省
の
進
め
る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
サ
ポ
ー
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
し
て
、

内
子
町
か
ら
本
町
一
本
松
（
高
知
県
宿
毛

市
県
境
）
ま
で
の
国
道
56
号
を
「
オ
レ
ン
ジ

ロ
ー
ド
」
と
い
う
愛
称
で
、
国
道
植
樹
帯
の

花
壇
づ
く
り
が
各
市
町
（
本
町
は
21
団
体
が

実
施
）
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
そ
の
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
団
体

と
し
て
、
次
の
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
国
土
交
通
大
臣
表
彰

　

 

花
と
夢
咲
く
県
境
の
町
推
進
委
員
会

②
四
国
整
備
局
長
表
彰

　

 

南
宇
和
高
等
学
校
農
業
ク
ラ
ブ

③
四
国
道
路
ふ
れ
あ
い
協
議
会
長
表
彰

　

 

一
本
松
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

　

 

一
本
松
中
学
校

④
大
洲
河
川
国
道
事
務
所
長
表
彰

　

 

城
辺
中
学
校

　

 

深
浦
小
学
校

花と夢咲く県境の町推進委員会

南宇和高等学校農業クラブ

城辺中学校

深浦小学校 一本松中学校

一本松女性団体連絡協議会

　

水
道
課
で
は
、
災
害
発
生
時

に
お
い
て
、
給
水
管
路
等
が
被

災
に
よ
り
給
水
が
困
難
な
場
合
な
ど
、
被

災
者
に
対
し
て
、
速
や
か
に
給
水
機
能
を

回
復
す
る
た
め
の
復
旧
作
業
や
応
急
給

水
を
行
う
協
力
協
定
を
、
町
管
工
事
組
合

（
高
橋
伸し
ん

吉き
ち

組
合
長
他
、
９
業
者
が
加
盟
）

と
締
結
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
の
協
定
に
基
づ
き
、
災
害
時
に
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必
要
な
人
員

や
機
材
及
び

資
材
の
状
況

把

握

に

努

め
、
不
測
の

事
態
に
対
応

で

き

る

よ

う
、
互
い
の

協
力
体
制
を

確
立
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
17
年
10
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
「
自
治
基
本
条
例
検
討
委
員
会
」
で
は
、

計
29
回
の
委
員
会
等
を
開
催
し
、
住
民
の
皆

さ
ん
が
主
体
的
に
町
政
運
営
に
参
画
し
て

い
た
だ
く
た
め
の
ル
ー
ル
づ
く
り
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の

委
員
会
で
は
、
住

民
、
事
業
者
、
町

が
行
政
情
報
を

共
有
し
、
対
等

な
立
場
で
連
携

し
て
自
立
し
た

「
愛
南
町
づ
く

り
」
を
め
ざ
し

て
い
く
な
ど
、
全
て
の
住
民
の
人
権
尊
重
を

重
視
し
た
条
文
作
成
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
10
月
末
を
目
標
に
委
員
会
と
し

て
の
素
案
を
ま
と
め
、
11
月
か
ら
は
、
条

例
素
案
の
説
明
会
を
各
地
域
で
開
催
し
、

皆
様
の
ご
意
見
を
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
な
お
、
自
治
基
本

条
例
検
討
委
員
会
の
議
事
録
等
に
つ
い
て

は
、
10
月
中
に
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
掲

載
を
す
る
予
定
で
す
。

自
治
基
本
条
例
と
は

　

自
治
基
本
条
例
と
は
、
住
民
が
主
体
的

に
、
町
政
運
営
に
参
画
す
る
た
め
、
住

民
、
議
会
、
行
政
の
役
割
と
責
務
を
明
ら

か
に
し
、
自
治
体
運
営
の
基
本
原
則
を
定

め
る
も
の
で
、
自
治
体
の
最
高
法
規
と
し

て
、
一
般
的
に
、
自
治
体
の
「
憲
法
」
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、平
成
19
年
４
月
か
ら
、ゆ
ら
り
内

海
、山
出
憩
い
の
里
温
泉
、一
本
松
温
泉
あ
け

ぼ
の
荘
の
３
施
設
を
指
定
管
理
者
制
度
へ
移

行
す
る
予
定
で
す
。
今
後
、
説
明
会
の
開
催

や
指
定
管
理
者
の
募
集
を
行
い
、12
月
中
旬

を
め
ど
に
指
定
管
理
者
を
選
定
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。な
お
、説
明
会
の
日
時
や
場
所

等
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日
、
回
覧
文
書
や

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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水
産
課
か
ら
！

水
産
業
の
振
興
を
め
ざ
し
て
！

　

こ
の
中
で
、
４
月
か
ら
新
た
に
設
置
さ

れ
た
魚
病
検

査
室
の
活
動

状
況
の
説
明

が
あ
り
、
安

全
・
安
心
の

水
産
物
供
給

の
体
制
が
始

動
し
た
事
の

紹
介
が
あ
り

ま
し
た
。
今

後
も
、
協
議

会
を
数
回
開

催
す
る
予
定

で
す
。

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
！

河
内
晩
柑
の
魅
力
、再
発
見
！

商
工
観
光
課
か
ら
！

愛
南
町
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
！

町水産業振興協議会組織図
（◎は会長、○は副会長）

種別 役職名・組織

議会
議　長 副議長 産業建設常任

委員会委員長

澤本　誠
まこと

斉藤武
たけとし

俊 二宮敬
けいすけ

典

種別 役職名・氏名

漁協

漁協名/役職 組合長 専　務 参　事

愛南漁協 ◎濵田伊
い さ お

佐夫 山下和
わ た ろ う

太郎 畑中俊
しゅんぞう

三

久良漁協 竹田英
ひでのり

則

行政 助　役 ○本多七
ななお

雄

学識
経験

県水産試験場
場長 阪本拓

たく

生
お

種別 役職名・氏名

水
産
業
に
関
連
す
る
方
の
代
表
者

魚類養殖
部会

愛南漁協 久良漁協

宇佐德
のりお

夫 西村　章
あきら

幸田正
なおや

也

漁船漁業
部会

一本釣 底　曳 まき網

吉田真
しんいち

一 濵口伸
のぶたけ

丈 田村三
み き お

喜男

真珠養殖
部会

藤井徹
てつお

夫

神谷一
かずよし

義

貝類養殖
部会

戎﨑南
な み お

海夫

椙山五
ごろう

朗 　

仲買人部会 鈴木哲
てつお

生

加工品部会 菊地五
いつお

大

女性部会 那須ふさの

後継者部会 西村弘
ひろあき

昭

水産業振興の基本方針
○漁協と一体となった安全・安心の水産物供給体制の整備

○愛なんブランドの確立と特産品の販売促進

３本柱

　

魚類養殖業の振興 漁船漁業の振興 貝類養殖業の振興

重点１ 魚病対策の体制整備 製氷施設の整備 優良アコヤ貝の品質向上

重点２ 新養殖魚の試験導入 殺菌海水等の衛生整備 イワガキ養殖の導入検討

重点３ 鮮度保持調査

　

愛
南
町
の
基
幹

産
業
で
あ
る
水
産

業
の
総
合
的
な
発

展
及
び
振
興
を
強

力
に
推
進
す
る
た

め
、
平
成
18
年
度

第
１
回
愛
南
町
水

産
業
振
興
協
議
会

が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
議
で
は
、

水
産
業
に
関
連
さ
れ
た
代
表
者
（
委
員
）

が
出
席
を
し
て
、
平
成
18
年
度
の
振
興
事

業
の
計
画
や
進
捗
状
況
を
協
議
し
ま
し
た
。

　

農
村
女
性
の
起
業
活
動
に
取
組
ん
で
い

る
町
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
研

究

協

議

会

（
会
長 

松
本

時と
き

子こ

さ
ん
）

は
、
松
山
市

の
ヨ
ン
デ
ン

プ
ラ
ザ
松
山

で
、
河
内
晩

柑
を
活
用
し

た
加
工
品
開

発
講
習
会
を
開
催
し
、
会
員
17
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
習
で
は
、
本
町
出
身
で
今
年

の
「
ワ
ー
ル
ド
ペ
ス
ト
リ
ー
チ
ー
ム
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
」（
ア
メ
リ
カ
で
開
催
）

に
日
本
チ
ー
ム
の
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
出

場
し
、
総
合
で
準
優
勝
、
現
在
「
サ
ロ

ン
・
ド
・
テ
・
ス
リ
ジ
ェ
」（
東
京
都
）
の

シ
ェ
フ
・
パ
テ
ィ
シ
エ
と
し
て
ご
活
躍
し

て
い
る
和
泉
光
一
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、

プ
ロ
の
指
導
の
も
と
河
内
晩
柑
を
使
っ
た

「
ダ
ッ
ク
ス
ワ―

ズ 

オ
ラ
ン
ジ
ェ
」
な
ど

３
品
の
洋
菓
子
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
で
は
、
地
元
農
産
物
を
使
っ

た
加
工
品
を
商
品
化
す
る
た
め
、
今
後
も

研
究
開
発
を
行
う
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

　

松
山
大
学
ベ
ン

チ
ャ
ー
講
座
受
講

生
有
志
他
27
名

が
、
思
い
つ
き
・

ア
イ
デ
ア
を
ど
う

「
起
業
」
に
結
び

付
け
て
い
く
か
を

探
ろ
う
と
本
町
を

訪
れ
、
現
地
視
察
等
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ

ア
イ
デ
ア
溢
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
発

表
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

柔
軟
な
若
い
方
々
の
意
見
を
ま
ち
づ
く

り
に
活
か
そ
う
と
、
谷
口
町
長
を
始
め
、
町

関
係
者
他
の
傍
聴
す
る
中
、
発
表
会
で
は
、

山
出
憩
い
の
里
温
泉
の
活
用
法
と
し
て
、
学

生
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
、
炭
焼
き
や
東

山
づ
く
り
、
み
そ
作
り
な
ど
の
体
験
型
メ

ニ
ュ
ー
を
作
り
、
地
元
生
産
者
等
と
の
触
れ

合
い
の
場
を
作
っ
た
ら
と
か
、
ダ
イ
バ
ー

が
餌
付
け
し
て
、
熱
帯
魚
を
た
く
さ
ん
見

れ
る
海
中
公
園
な
ど
、
柔
軟
な
発
想
で
さ

ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

町
も
、
三
越
松
山
店
で
の
物
産
販
売
の
開

催
等
、
積
極
的
に
都
市
部
へ
の
ア
ピ
ー
ル
を

し
て
い
く
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
幅
広
い

ご
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
「
愛
な
ん
ブ
ラ

ン
ド
」
の
推
進
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

 9/
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商
工
観
光
課
か
ら
！

販
売
・
流
通
を
学
ぼ
う
！

水
産
課
産
業
振
興
室
か
ら
！

愛
南
か
ら

　

日
本
を
考
え
る
！

水
産
課
産
業
振
興
室
か
ら
！

愛
南
町
特
産
品

　

三
越
松
山
店
で
販
売
！

一
本
松
支
所
か
ら
！

ふ
る
さ
と
一
本
松
祭

開
催
の
お
知
ら
せ
！

　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
東ひ
が
し
や矢
憲け
ん

二じ

さ

ん
を
講
師
に
招
き
、
地
域
提
案
型
雇
用
創

出
事
業
と
し
て
「
第
１
回
販
売
・
流
通
戦

略
向
上
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
、
水
産

加
工
業
等
の
事
業
経
営
者
約
30
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
の
中
で
、
東
矢
さ
ん
は
「
付

加
価
値
を
高

め
る
切
り
口

と

し

て

の

「
愛
な
ん
ブ

ラ
ン
ド
」
の

意
義
や
事
業

経
営
の
あ
り

方
な
ど
、
目

先
の
利
益
を

追
い
求
め
る

の
で
は
な
く
、
従
業
員
の
人
材
育
成
や
自

ら
の
人
格
形
成
を
高
め
る
こ
と
が
、
組
織

力
の
強
化
や
品
質
の
確
保
に
つ
な
が
り
、

経
営
の
安
定
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
の
よ
う
な
研
修
を
踏
ま
え

て
、
経
営
者
同
士
に
よ
る
勉
強
会
な
ど
、

連
携
や
結
束
を
図
り
な
が
ら
「
愛
な
ん
ブ

ラ
ン
ド
」
の
構
築
が
加
速
す
る
よ
う
期
待

し
て
い
ま
す
。

8/
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農
林
水
産

省
で
は
、
将

来
の
上
級
職

員
と
し
て
農

林
水
産
行
政

を
担
当
す
べ

き
職
員
に
、

地
方
の
農
林

水
産
業
の
実

情
や
生
産
者

の
行
政
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
を
把
握
さ
せ
、

そ
の
体
験
を
職
務
に
活
か
す
こ
と
を
目
的

に
、
全
国
の
市
町
村
で
職
員
研
修
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

当
町
へ
も
、
同
省
水
産
庁
企
画
課
資
料

係
の
西
田
貴た
か

亮あ
き

さ
ん
が
、
内
海
地
域
の
宝

水
産
㈲
を
訪
れ（
９
月
４
日
〜
10
月
３
日)

、

従
業
員
の
兵
頭
治
お
さ
む

さ
ん
宅
に
宿
泊
し
、
養

殖
鯛
の
加
工
や
餌
や
り
な
ど
の
作
業
に
従

事
し
て
い
ま
す
。

　

西
田
さ
ん
は
「
僻
地
だ
か
ら
と
い
う
地

元
の
意
見
も
聞
く
が
、
透
明
度
の
い
い
、

美
し
い
海
で
養
殖
業
が
で
き
る
愛
南
町
は

恵
ま
れ
て
い
る
と
思
う
。
人
も
や
さ
し
い

し
、
食
べ
物
も
美
味
し
い
し
、
愛
南
町
が

好
き
に
な
っ
て
き
た
」
と
笑
顔
で
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

9/
  13

　

本
町
で
収
穫
さ
れ
た
新
鮮
な
魚
介
類
と

農
産
物
、
そ
れ
ら
を
使
っ
た
加
工
品
や
郷

土
料
理
な
ど
を
集
め
、
「
愛
い
っ
ぱ
い
愛
南

産
直
市
」
が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

○
期　

日　

10
月
21
日
か
ら
27
日

○
場　

所　

三
越
松
山
店

　
　
　
　
　

地
下
食
賓
館
催
事
場

　

今
回
の
フ
ェ
ア
は
、
県
内
の
販
路
拡
大

を
め
ざ
し
、
漁
協
、
農
協
、
商
工
会
、
行
政
の

４
者
が
連
携
を
図
り
な
が
ら
準
備
を
し
て

い
ま
す
。
開
催
期
間
中
は
、
餅
つ
き
や
鮮
魚

の
解
体
な
ど
、
会
場
を
盛
り
上
げ
る
実
演
販

売
を
日
替
わ
り
で
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、「
甘
鯛
や
サ
バ
の
姿
寿
司
」
等
の
懐

か
し
い
町
の
味
も
出
品
し
ま
す
。
特
産
品

や
愛
南
町
の
Ｐ
Ｒ
も
兼
ね
て
い
ま
す
の
で
、

松
山
市
近
郊
に
お
住
ま
い
の
方
へ
も
、
是

非
、
お
伝
え
い
た
だ
き
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

地
域
の
魅
力
を
再
発
見
し
よ
う
と
、
一

本
松
地
域
ゆ
か
り
の
芥
川
賞
作
家
宮
本
輝

氏
の
小
説
「
流
転
の
海
」
に
登
場
す
る
広

見
地
区
で
、
宮
本
輝
氏
や
小
説
に
関
連
す

る
行
事（
闘
牛
他
）、
地
元
物
産
の
販
売
等

を
行
い
ま
す
。

【
事
前
行
事
】　

11
月
８
日（
水
）19
時
30
分
〜
21
時 

《
ら
く
さ
ぶ
ろ
う
氏
に
よ
る
小
説
「
流
転

の
海
」（
第
二
部 

地
の
星
）の
朗
読
と
懐
か

し
い
風
景
写
真
の
映
写
》   

【
開
催
日
】  

11
月
12
日（
日
）10
時
〜
15
時

餅
ま
き
、
闘
牛
再
現
、
コ
ス
モ
ス
鑑
賞
、

物
産
販
売
、
綱
引
き
、
エ
ア
ー
遊
具
な
ど

【
会   

場
】  

一
本
松
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー（
11
月
８
日
）、

愛
南
町
広
見
（
11
月
12
日
）

右から二人目が、西田貴亮さん

作家の宮本輝
てる

さん
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総
務
課
か
ら
！

行
政
相
談
週
間
と
相
談
所
の

開
設
に
つ
い
て
！

消
防
署
か
ら
！

応
急
手
当
普
及
員
を

　
　
　
　
　

め
ざ
し
て
！

総
務
課
広
報
広
聴
室
か
ら
！

中
学
生
が
思
う

　

「
ふ
る
さ
と
の
宝
」！

　

総
務
省
で
は
、
10
月
16
日（
月
）か
ら
22

日
（
日
）
ま
で
「
行
政
相
談
週
間
」
と
定

め
、
全
国
的
に
各
種
行
事
を
行
う
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
町
で
も
、
総
務
大
臣
か
ら

　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
小
・
中
学
校

教
諭
や
保
健
師
な
ど
11
名
が
参
加
し
て
、

消
防
署
主
催
の
「
応
急
手
当
普
及
員
講
習

会
」（
８
月
17
日
・
18
日
・
29
日
）
が
開
催

さ
れ
、
ケ
ガ
の
固
定
や
止
血
等
の
応
急
手

当
、
搬
送
方
法
、
心
肺
蘇
生
法（
今
年
度
か

ら
、
胸
骨
圧
迫
と
人
工
呼
吸
の
比
率
が
30
対

２
な
ど
、
救
急
蘇
生
法
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

改
正
）、
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

の
使
用
法
な
ど
の
基
礎
知
識
や
技
能
を
学

び
、
筆
記

試
験
と
実

技
試
験
を

修
了
し
た

全
員
に
町

消
防
本
部

消
防
長
か

ら
認
定
証

が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講

習
会
は
、

救
急
救
命

士
の
資
格

を
持
っ
た

消
防
署
員

が
講
師
を

務
め
、

各
学
校

や
事
業

所
な
ど

の
職
員

等
に
対

し
て
、

普
通
救

命
講
習

の
指
導

を
行
う

普
及
員

を
養
成
し
、
交
通
事
故
や
急
病
な
ど
が
発
生

し
た
場
合
、
救
急
隊
が
現
場
に
到
着
す
る
前

に
、
専
門
的
な
知
識
や
技
能
を
持
っ
た
方
が

適
切
な
応
急
手
当
て
を
施
す
こ
と
で
、
救
命

効
果
を
上
げ
よ
う
と
、
今
年
度
初
め
て
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。

　

消
防
署
で
は
、
今
後
と
も
継
続
的
に
講

習
会
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
多
く

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。 8/

 29

参
加
者
名
簿

氏　
　

名

勤
務
先

大
杉　

順じ
ゅ
ん
こ子

僧
都
小
学
校

芝　
　

佳か
　
よ代

緑
小
学
校

吉
田　

秀ひ
で
こ子

深
浦
小
学
校

大
館
こ
ず
え

〃

松
本
美み
　
え
　
こ

枝
子

内
海
中
学
校

増
田　

惠け
い
こ子

平
城
小
学
校

小
田
原
悦え
つ
こ子

中
浦
中
学
校

凝
地　

澄す
み
こ子

一
本
松
中
学
校

坂
本　

和か
ず
み美

町
保
健
福
祉
課

楠
葉　

節せ
つ
こ子

〃

西
田　

昌ま
さ
よ代

〃

　

広
報
編
集
委
員
の
特
集
記
事
の
資
料
と

し
て
、
小
野
山
か
を
り
編
集
委
員
が
、
夏

休
み
の
期
間
中
に
、
御
荘（
２
７
１
名
）・

中
浦
中
学
校（
21
名
）の
全
校
生
徒
を
対
象

に
『
御
荘
地
域
の
景
色
、
建
築
物
、
食
べ

物
な
ど
「
こ
れ
が
宝
だ
」
と
思
え
る
も
の

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
』
と
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
海
や
山
と
い
っ
た
自
然
環

境
の
美
し
さ
、
お
互
い
に
声
を
掛
け
合
う

な
ど
の
人
情
の
豊
か
さ
を
感
じ
て
る
ん
だ

な
と
い
う
こ
と
が
読
み
取
れ
、
ち
ょ
っ
と

安
心
し
た
反
面
、
私
た
ち
大
人
が
思
い
つ

か
な
い
よ
う
な
「
宝
」
例
え
ば
、
自
慢
の
家

庭
料
理
と
か
、
友
達
と
過
ご
す
お
気
に
入

り
の
場
所
な
ど
、
も
っ
と
素
直
な
意
見
が

聞
き
た
か
っ
た
な
と
、
調
査
内
容
や
方
法

に
つ
い
て
反
省
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
資
料
を
活
か
し
て
、
次
号

で
「
愛
南
町
の
こ

●

こ

●

が
好
き
」
と
題
し
た

特
集
を
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
楽
し
み

に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

○
「
宝
」
と
思
え
る
場
所
は
？

　

南
レ
ク
プ
ー
ル
、
観
自
在
寺
、
僧
都

川
、
展
望
タ
ワ
ー
や
松
軒
山
公
園
、
道
の

駅
み
し
ょ
う
Ｍ
Ｉ
Ｃ
、
御
荘
文
化
セ
ン

タ
ー
、
御
荘
湾
、
御
荘
富
士
、
八
幡
野
神

社
、
御
荘
大
橋
、
馬
瀬
山
公
園
、
紫
電
改
保

存
館
、
御
荘
貝
塚
な
ど

○
「
宝
」と
思
え
る
特
産
品
や
イ
ベ
ン
ト
は
？

　

み
か
ん
、
御
荘
か
き
、
カ
ツ
オ
、
ハ
マ

チ
な
ど
の
魚
介
類
、
真
珠
、
養
殖
業
、
立

て
干
し
網
（
愛
南
大
漁
ま
つ
り
）
な
ど

○
「
宝
」
と
思
う
景
色
、
そ
の
他
は
？

　

松
軒
山
や
馬
瀬
山
、
御
荘
富
士
な
ど
か

ら
見
た
街
並
み
、
御
荘
湾
に
沈
む
夕
日
、

そ
し
て
、
緑
濃
い
山
々
、
中
浦
地
区
の
テ

レ
ビ
塔
か
ら
見
た
海
、
イ
ル
カ
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
中
浦
湾
、
蛍
が
生
息
す
る
美

し
い
自
然
環
境
な
ど

町民憩いの散歩コースでもある僧都川河川敷
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町
民
課
か
ら
！

誕
生
月
が
来
た
と
き
は

現
況
届
の
提
出
を

12
月
生
ま
れ
の
方
か
ら

　

原
則
不
要
と
な
り
ま
す
！

　

国
民
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
毎

年
の
誕
生
日
の
月
に
現
況
届
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

現
況
届
は
、
一
年
に
一
回
、
誕
生
月
に

出
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
、
あ
な
た
が
引

き
続
き
年
金
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
大
事
な
届
で
す
。

　

現
況
届
は
誕
生
日
の
月
の
初
め
頃
に
社

会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
送
ら
れ
て
き

ま
す
。
あ
な
た
の
住
所
、
氏
名
、
加
給
年

金
額
対
象
者
の
氏
名
な
ど
を
記
入
し
、
切

手
を
貼
っ
て
誕
生
月
の
末
日
ま
で
に
社
会

保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
に
届
く
よ
う
に
お
出

し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ご
自
分
で
は
記
入
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
た
め
、
親
族
な
ど
の
方
が
記
入

さ
れ
る
と
き
は
、
受
給
権
者
の
欄
や
加
給

年
金
額
対
象
者
の
欄
を
漏
れ
な
く
記
入
の

上
、「
代
理
人
署
名
欄
」
に
代
筆
者
の
氏
名
、

住
所
な
ど
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
況
届
の
提
出
が
遅
れ
た
り
、
提
出
さ

れ
な
か
っ
た
り
し
た
と
き
に
は
、
年
金
の

支
払
い
が
一
時
止
ま
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
年
金
の
支
払
い

が
一
時
止
ま
っ
た
場
合
は
、
現
況
届
が
社

会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
に
届
い
て
か
ら
随

時
、
止
ま
っ
た
期
間
分
を
遡
っ
て
お
支
払

い
い
た
し
ま
す
が
、
支
払
い
ま
で
一
〜
二

カ
月
程
度
か
か
り
ま
す
。

　

※
20
歳
前
の
障
害
に
よ
る
障
害
基
礎
年

金
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
誕
生
月
で
は

な
く
、
毎
年
、
指
定
さ
れ
た
期
限
ま
で
に

住
所
地
の
市
区
町
村
に
提
出
し
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

※
受
け
て
い
る
年
金
の
種
類
な
ど
に

よ
っ
て
、
医
師
ま
た
は
歯
科
医
師
の
診
断

書
や
レ
ン
ト
ゲ
ン
フ
ィ
ル
ム
等
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　

今
月
の
社
会
保
険
・

　
　
　
　
　

年
金
一
日
相
談

　

日　

時　

10
月
13
日（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

　

場　

所　

城
辺
商
工
会
館
２
階

  　

今
年
10
月
か
ら
受
給
者
の
皆
様
の
現

況（
生
存
）確
認
は
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
12
月
生
ま
れ
の
方

か
ら
現
況
届
の
提
出
は
原
則
と
し
て
不
要

に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
方
は
こ
れ
以
後
も
現
況

届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

①
社
会
保
険
庁
で
保
有
し
て
い
る
本
人
基

本
情
報(

氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、
住
所)

と
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
の
情
報
が
相
違
し
、
住
民
票
コ
ー
ド
を

確
認
で
き
な
い
方

②
外
国
籍
（
外
国
人
登
録
）
の
方

③
外
国
に
居
住
し
て
い
る
方

　

ま
た
、
次
の
場
合
は
、
現
況
届
以
外
の

届
が
引
き
続
き
必
要
で
す
。

①
加
給
年
金
額
を
受
け
ら
れ
て
い
る
場
合

は
「
生
計
維
持
確
認
届
」

②
障
害
の
程
度
の
確
認
の
た
め
に
「
診
断

書
」
の
提
出
が
必
要
な
と
き

　

※
提
出
が
必
要
な
届
出
は
、
社
会
保
険

業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
受
給
者
の
皆
様
へ
送

付
さ
れ
ま
す
。

　

☆
社
会
保
険
事
務
所
よ
り
☆

　

社
会
保
険
庁
で
は
、
年
金
記
録
の
整

理
と
年
金
相
談
の
充
実
に
努
め
る
と
と

も
に
、
58
歳
到
達
者
に
対
す
る
年
金
加

入
記
録
の
通
知
な
ど
の
、
年
金
個
人
情

報
の
提
供
に
取
組
ん
で
き
ま
し
た
。
年

金
記
録
を
適
正
に
管
理
し
て
、
ご
本
人

に
適
切
に
情
報
提
供
す
る
こ
と
は
、
当

然
の
責
務
で
す
が
、
被
保
険
者
等
の
皆

様
の
年
金
記
録
に
対
す
る
不
安
や
疑
問

に
積
極
的
に
お
答
え
す
る
た
め
、
12
月
末

ま
で
の
間
、
年
金
記
録
相
談
の
特
別
強

化
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　

社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
年
金
相
談

の
一
環
と
し
て
年
金
記
録
に
関
す
る
ご

相
談
に
も
対
応
し
て
お
り
ま
す
が
、
ご

本
人
か
ら
申
し
立
て
の
あ
っ
た
期
間
と

年
金
記
録
が
不
一
致
等
に
よ
り
調
査
を

要
す
る
場
合
は
、
専
用
の
年
金
記
録
相

談
窓
口
を
設
置
し
対
応
を
行
っ
て
い
ま

す
。
社
会
保
険
事
務
所
で
の
受
付
時
間

は
、
８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
で

す
。

　

な
お
、
月
曜
日
は
19
時
ま
で
受
付
時

間
を
延
長
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
月
第
２
土
曜
日
も
開
庁
し

て
年
金
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委
員
が
、
次
の
と

お
り
相
談
所
を
開
設
い
た
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

　

日　

時　

10
月
13
日（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

　

場　

所　

城
の
辺
学
習
館

　

相
談
内
容
は
、
国
の
行
政
に
関
す
る
も

の
で
、
道
路
、
交
通
安
全
、
登
記
、
郵
便
、
消
費

生
活
、
社
会
福
祉
、
公
害
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
改

善
に
関
す
る
意
見
・
要
望
な
ど
で
す
。

　

町
内
の
行
政
相
談
委
員
は
、
次
の
方
々

で
す
。

　

藤
井
千ち

代よ

子こ

さ
ん
、
佐
野
光み
つ

行ゆ
き

さ
ん
、

黒
澤
民た
み

彦ひ
こ

さ
ん
、
宮
谷
光み
つ

俊と
し

さ
ん
、
山
本

美み

紀き

雄お

さ
ん
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財
産
管
理
課
か
ら
！

公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集
に
つ
い
て
！

企
画
財
政
課
政
策
推
進
室
か
ら
！

宇
和
島
圏
域
観
光
物
産
展

（
大
阪
市
）開
催
の
お
知
ら
せ
！

保
健
福
祉
課
か
ら
！

え
ひ
め
山
の
日
の
集
い

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ
！

税
務
課
か
ら
！

平
成
18
年
分
年
末
調
整
事
務

説
明
会
の
開
催
の
お
知
ら
せ
！

　

現
在
、
空
室
と
な
っ
て
お
り
ま
す
公
営

住
宅
に
つ
い
て
、
入
居
者
の
募
集
を
い
た

し
ま
す
。
入
居
を
ご
希
望
の
方
は
、
関
係

書
類
を
添
え
て
本
庁
財
産
管
理
課
へ
申
し

込
み
下
さ
い
。

１
住
宅
（
空
家
）
の
概
要

　

左
記
表
を
ご
覧
下
さ
い
。

住宅名（区分） 住宅所在地 構　造 空部屋の概要

月別家賃 敷　金 共益費 その他特記事項

猿田団地
（特定公共賃貸住宅）

城辺甲
3851番地1

鉄筋3階建
（築11年）

104号, 201号
 3DK  73.98㎡

53,000円
家賃の
3カ月分

有
電化住宅

駐車場使用料別

脇田団地
（特定公共賃貸住宅）

柏369番地
鉄筋3階建
（築10年）

A棟102号, 105号
3LDK  106.62㎡

38,000円
家賃の
3カ月分

有 電気温水器

※入居の際には、連帯保証人が2名必要になります。

２
申
込
受
付
期
間   

　

10
月
10
日
（
火
）
〜
19
日
（
木
）

　

受
付
時
間   

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
は
除
き
ま
す
）

３
入
居
者
資
格
（
次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満

た
し
て
い
る
こ
と
）

　

⑴
町
内
に
居
住
し
て
い
る
方
、
及
び
町

内
に
居
住
を
希
望
し
て
い
る
方
で
、

住
宅
に
お
困
り
の
方
。

　

⑵
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
。

　

⑶
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
に
つ
い
て
は
、

現
に
同
居
し
、
又
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
（
婚
約
者
を
含
む
。
但
し

婚
約
者
は
入
居
後
３
ヵ
月
以
内
に
婚

姻
す
る
こ
と
）
が
い
る
方
。

※
尚
、
収
入
に
よ
り
各
住
宅
の
入
居
資
格

に
制
限
が
あ
り
ま
す
。

４
申
込
方
法
等

　

入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
財
産
管
理
課

住
宅
係（
℡
７
２
―

７
３
１
０
内
線
２
３
３
・

２
３
４
）ま
で
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
で
は
、
宇
和

島
圏
域（
宇
和
島
市
、
松
野
町
、
鬼
北
町
、
愛

南
町
）の
観
光
と
特
産
品
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す

る
た
め
、
大
阪
城
近
く
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ク

に
お
い
て
「
観
光
物
産
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

南
宇
和
障
害
者
の
社
会
参
加
を
進
め
る

会
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
出
身
の
手
す
き
和
紙
工

芸
家
ロ
ギ
ー
ル
さ
ん
、
奥
さ
ん
で
森
林
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
千
賀
子
さ
ん
を
講
師
に

「
親
子
で
楽
し
む
森
林
散
策
と
紙
す
き
体

験
」（
先
着
20
名
）を
行
い
ま
す
。
申
し
込
み

は
、
事
務
局（
℡
７
０
―

４
０
０
３
）へ
早
め

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

10
月
29
日（
日
）９
時
30
分
集
合

　
　
　
　

（
雨
天
決
行
、
16
時
解
散
予
定
）

○
場
所　

御
荘
病
院
社
会
復
帰
施
設
「
平
山
寮
」

○
そ
の
他　

参
加
費
、
１
，０
０
０
円
（
昼

食
代
込
み
）
を
当
日
徴
収
い
た
し
ま
す
。

平成18年分年末調整事務説明会日程
開催日 開催時間 開催会場 対象地域

11.14
（火）

10：00～12：00
宇和島市役所
2階　大会議室

宇和島市
（個人事業者）
宇和島市吉田町
宇和島市津島町

11.14
（火）

14：00～16：00
宇和島市役所
2階　大会議室

宇和島市
（法人事業者）

11.20
（月）

13：30～15：30
城辺社会福祉会館
3階　中ホール

愛南町

11.21
（火）

14：00～16：00
鬼北町近永公民館
2階　講堂

宇和島市三間町
鬼北町・松野町

※説明会には、対象地域にかかわらずご都合の良い日にご来場
いただけます

　

今
年
も
源
泉
徴
収
事
務
の
総
決
算
と
い

う
べ
き
年
末
調
整
の
時
期
が
近
づ
い
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
分
源
泉
所
得
税
の
改
正
・
納

付
書
等
の
記
載
要
領
・
年
末
調
整
の
仕
方

に
つ
い
て
、
次
の
日
程
で
説
明
会
を
開
催

い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
年
末
調
整
関
係
諸
用
紙
を
封
入

し
た
封
筒
を
、
事
前
に
送
付
い
た
し
ま
す
の

で
、
ご
来
場
の
際
に
は
必
ず
こ
の
封
筒
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
税
務
課（
℡

７
２
―

７
３
０
１
）へ
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

圏
域
の
真
珠
製
品
、
愛
媛
み
か
ん
、
じ
ゃ

こ
天
他
の
特
産
品
な
ど
が
販
売
さ
れ
ま
す

の
で
、
大
阪
近
郊
に
ご
親
戚
や
ご
友
人
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
方
は
、
是
非
、
本
事
業
を
ご
紹

介
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

○
と　

き　

10
月
19
日（
木
）〜
21
日（
土
）

　
　
　
　
　

10
時
〜
19
時

　
　
　
　
　

（
最
終
日
は
18
時
ま
で
）

○
と
こ
ろ　

大
阪
市
中
央
区
城
見
２
―

１
―

61 

　
　
　
　
　

ツ
イ
ン
21
・
ア
ト
リ
ウ
ム

　
　
　
　
　

（
大
阪
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ク
）

○
問
い
合
せ　

詳
し
く
は
、
宇
和
島
地
区

広
域
事
務
組
合
企
画
課
（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

８
６
６
４
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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保健事業のお知らせ（１０月）
保
健
福
祉
課
か
ら
！

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
ご
注
意
！

☆☆☆☆☆☆☆各種健（検）診☆☆☆☆☆☆☆

月　日 曜日 場　所 受付時間

基本健診・結核
肺がん・大腸がん
前立腺がん

肝炎ウイルス検査

10月  2日 月 平山集会所
  ９：３０～１０：３０

１３：３０～１４：３０

10月  3日 火 新浦集会所
  ９：３０～１１：３０

１３：３０～１４：３０

10月  4日 水 小屋の浦集会所   ９：３０～１０：３０

10月  5日 木 久良ふるさとセンター
  ９：３０～１１：３０

１３：３０～１４：３０

10月11日 水 長崎集会所
  ９：３０～１０：３０

１３：３０～１４：３０

☆☆☆☆☆☆☆乳幼児健康診査☆☆☆☆☆☆☆

月　日 曜日 場　所 対象年齢

１歳６か月児健診 10月17日 火
城辺保健福祉センター

H17年1月1日～2月28日生

３歳児健診 10月31日 火 H15年7月1日～8月31日生

☆☆☆☆☆☆☆育児相談☆☆☆☆☆☆☆

月　日 曜日 場　所 受付時間

みるく広場 10月  6日 金 一本松保健センター   ９：３０～１１：３０

みなみっ子 10月23日 月 御荘夢創造館   ９：３０～１１：３０

すくすく相談 10月25日 水 城辺保健福祉センター １３：３０～１５：００

☆☆☆☆☆☆☆予防接種☆☆☆☆☆☆☆

月　日 曜日 場　所 受付時間

ポリオ

10月  3日 火 御荘文化センター

１２：３０～１３：００
10月  6日 金 城辺保健福祉センター

10月18日 水 城辺保健福祉センター

10月23日 月 御荘文化センター

　＊対象者には通知します

☆☆☆☆☆☆☆その他☆☆☆☆☆☆☆

月　日 曜日 場　所 受付時間

両親学級「かるがも教室」 10月15日 日 城辺保健福祉センター
  ９：３０～１１：３０

事前申込み

育児学級「わんぱくクラブ」 10月18日 水 城辺保健福祉センター
１０：００～１１：３０

事前申込み

栄養相談 10月11日 水 城辺保健福祉センター
１３：３０～１５：３０

事前申込み

保健事業に関する問い合せ　保健福祉課　℡７２－１２１２

　

今
年
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
時
期
が
近

づ
い
て
き
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
対
策
を
始
め
て
い
ま
す
か
？
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
時
と
し
て
大
流
行
し
、

多
く
の
人
々
の
命
を
奪
う
こ
と
も
あ
る
恐

ろ
し
い
病
気
で
す
。
特
に
、
高
齢
者
の

方
や
子
ど
も
さ
ん
は
、
免
疫
力
が
低
い
た

め
、
合
併
症
を
引
き
起
こ
し
、
重
症
化
し

や
す
く
、
注
意
が
必
要
で
す
。

☆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
か
ぜ
の
違
い
は
？

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
重
症
化
さ
せ
な
い

た
め
に
は
、
ふ
つ
う
の
か
ぜ
か
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
か
の
見
極
め
が
大
事
で
す
。

　

思
い
あ
た
る
症
状
が
あ
る
場
合
は
、
早 

め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
！

☆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
す
る
に
は
？

　

◆
予
防
接
種
を
受
け
る

　

◆
手
洗
い
と
う
が
い
を
す
る

　

◆
十
分
な
栄
養
と
休
養
を
と
る

　

◆
人
ご
み
を
避
け
る

　

◆
室
内
の
乾
燥
に
気
を
つ
け
る

　

◆
マ
ス
ク
を
着
け
る

65
歳
以
上
の
方
へ

   

65
歳
以
上
の
方
は
、
10
月
16
日
か
ら
12

月
30
日
ま
で
の
間
、
予
防
接
種
を
１
回
の

み
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー
及

び
御
荘
支
所
住
民
福
祉
課
で
接
種
券
を
発

行
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、

心
臓
、
じ
ん
臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能

又
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免

疫
機
能
に
障
害
を
有
す
る
方
も
、
対
象
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
か
か
り
つ

け
医
ま
た
は
、
保
健
福
祉
課
担
当
ま
で
ご

相
談
下
さ
い
。

　

ご
不
明
な
点
は
左
記
ま
で
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
せ

　

城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
７
２
―

１
２
１
２

　

御
荘
支
所　

住
民
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
７
２
―

１
１
１
１

　

一
本
松
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
８
４
―

１
２
５
１

　

内
海
保
健
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
８
５
―

０
８
８
８

　

西
海
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
８
２
―

０
０
３
３

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

か   

ぜ

初
期
症
状

悪
寒
、
頭
痛

の
ど
の
乾
燥
感
、

く
し
ゃ
み

主
な
症
状

発
熱
、
全
身
痛
、

悪
寒
、
倦
怠
感

鼻
水
、
鼻
づ
ま

り
、
せ
き

熱

38
〜
40
度

微
熱

合
併
症

気
管
支
炎
、

肺
炎
等

ま
れ
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税
務
課
等
か
ら
！

10
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

10・11月行事予定表

一　般　内　科
第２日曜日   8日 粉川内科 城辺甲 ☎72-2111

体 育 の 日   9日 竹本医院 城辺乙 ☎72-3271

第３日曜日 15日 福岡医院 一本松 ☎84-3600

第４日曜日 22日 中浦診療所 中　浦 ☎75-0503

第５日曜日 29日 内海診療所 柏 ☎85-0341

11月の当直医  
文 化 の 日   3日 松本クリニック 一本松 ☎84-2001

第１日曜日   5日 西本病院 御荘平城 ☎73-2121

備考１．診療時間は午前９時から午後４時迄。
　　２．診療科目は内科系の救急患者とします。

10月の当直医

救　急　担　当
日曜日・祝祭日 県立南宇和病院 城辺甲 ☎72-1231

町

県

民

税

3期分/4期分

国

民

健

康

保

険

税

5期分/10期分

介

護

保

険

料

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず
督

促
状
に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま
す
。

町
税
を
滞
納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め
る

べ
き
税
額
の
他
に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐

車
場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
を
月
末

に
振
替
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
該
当
日

が
休
日
の
場
合
は
、
翌
日
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の

振
替
日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌

月
の
10
日
で
す
。

  今月の犬・猫の引取日は以下のとおりです

 　４日・１１日・１８日
水曜日の
　AM8：30～10：00
1１月の引取日は、
 　１日・８日・１５日・２９日
水曜日の
　　AM8：30～10：00
　上記の時間内に、認め印を持って

役場本庁または各支所まで連れてき

てください。詳しくは、環境衛生課

（℡72－7316）または各支所地域振

興課まで問い合せください。

城　辺

中
玉
バ
ス
停
跡
、
深
浦
鼻
前
、
久
良
・
深
浦

各
公
民
館
、
日
土
・
古
月
・
脇
本
各
集
会
所

10/27
11/28

僧
都
高
正
織
布
跡
・
緑
公
民
館
、
三
島
団

地
、
愛
南
町
役
場
、
山
出
・
太
場
・
豊
田

各
集
会
所

10/25
11/24

城
辺
学
習
館
、
東
海
公
民
館
、

松
本
・
蓮
乗
寺
・
敦
盛
各
集
会
所

10/23
11/22

西　海

中
泊
有
料
駐
車
場
、
西
海
支
所
、
保
健
セ
ン

タ
ー
、
外
泊
・
内
泊
・
船
越
・
小
浦
・
弓
立
・
越

田
各
集
会
所

10/19
11/20

武
者
泊
消
防
車
庫
前
、
麦
ケ
浦
バ
ス
停
裏
、

福
浦
駐
在
所
手
前
、
樽
見
小
学
校
跡
、
大
成

川
・
小
成
川
・
下
久
家
・
久
家
各
集
会
所

10/17
11/16

一本松

内
尾
串
駐
輪
場
、
旧
郵
便
局
、
広
見
・
中

川
各
コ
ミ
セ
ン
・
満
倉
・
上
満
倉
・
小
山

本
村
・
正
木
各
集
会
所

10/13
11/14

内　海

大
敷
貞
芳
作
業
所
、
荒
樫
、
魚
神
山
亀

井
作
業
場
、
船
越
運
河
、
油
袋
漁
民
セ
ン

タ
ー
、
旧
川
村
光
夫
作
業
場
、
ゆ
ら
り
内
海

裏
、
平
碆
・
柏
崎
・
梶
屋
敷
各
集
会
所

10/11
11/10

御　荘

馬
場
消
防
詰
所
横
、
和
口
住
宅
駐
車
場
、
和

口
第
２
・
節
崎
・
馬
瀬
・
深
泥
・
寺
新
町

各
集
会
所

10/6
11/8

菊
川
公
民
館
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
、
平

山
・
長
洲
・
長
崎
・
貝
塚
・
八
幡
野
各
集
会
所

10/4
11/6

漁
村
振
興
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
中
学
校
、
赤

水
・
長
月
各
公
民
館
、
猿
鳴
・
左
右
水
・
尻
貝
・

高
畑
各
集
会
所

10/2
11/1

10、11月の新聞・雑誌・ダンボール等、収集日のお知らせ!

日 曜 時　間 行事名 場　所

7 土
１４：００～１６：００ 子ども映画会 御荘夢創造館

１４：００～１６：００
どろんこサッカー

フォトコンテスト公開審査会
篠山小学校体育館

8 日
１１：００～１４：００ いちご祭 いちごの里

１５：３０～１６：３０ 読み聞かせ 御荘夢創造館

11 水
１３：３０～ 南楽荘運動会 南楽荘

  ９：００～１１：３０
スポーツ選手ふれあい
指導事業卓球教室

僧都小学校

13 金
１０：００～１５：３０ 年金一日相談 商工会城辺支所

１３：３０～１５：００ 行政相談（町内全域） 城の辺学習館

14 土   ９：３０～１５：３０ 愛南ウォッチング 福浦公民館

15 日

  ８：３０～１７：００ 第2回スポーツフェスタin愛南 南レク城辺球場他

１４：００～１６：００ 幼児映画会 御荘夢創造館

１５：３０～１６：３０ 読み聞かせ 御荘夢創造館

17 火 １９：３０～２１：３０ 家庭「共育」講座④ 御荘文化センター

20 金
  ９：３０～１６：３０ 地区別人権・同和教育研究協議会 DE・あ・い・２１他

１０：００～１５：００ 人権相談所開設 城の辺学習館

21 土 １４：３０～１５：３０ 絵本の読み聞かせ 御荘夢創造館

22 日

  ９：００～１７：００
第2回愛南町スポーツ少年
大会ソフトボール競技

あけぼのグラウンド他

１４：００～１５：００ 作って遊ぼう（幼児親子対象） 御荘夢創造館

１５：３０～１６：３０ 読み聞かせ 御荘夢創造館

28 土
４：３０～ 愛南にしうみ磯釣大会 西海地域海域

１０：００～１５：００ 健康ウォーク～ミニ四国巡り～ 御荘ミニ四国88ヶ所

29 日

  ９：００～１７：００
第2回伊予・土佐
親善相撲愛南大会

御荘B＆G海洋センター

１１：００～１６：００
南レク夢空間和太鼓の響き
～出逢い・感動・日本の心～

南レク城辺球場

１５：３０～１６：３０ 読み聞かせ 御荘夢創造館

11月

日 曜 時　間 行事名 場　所

1 水
１３：００～１５：００ 行政相談（内海地域） DE・あ・い・２１

１４：００～１６：１０ 本物の舞台芸術体験事業（邦楽邦舞） 久良小学校

2 木 １４：００～１６：１０ 本物の舞台芸術体験事業（邦楽邦舞） 僧都中学校

4 土 １４：００～１６：００ 子供映画会 御荘夢創造館

5 日
  ８：３０～１７：００

第1回フレンドリーカップ
ソフトバレーボール大会

一本松交流促進
センター他

１５：３０～１６：３０ 読み聞かせ 御荘夢創造館

8 水

１３：００～１５：００ 行政相談（御荘・城辺地域）
御荘文化センター
城の辺学習館

１９：００～２１：００
人権学習講座

（指導者養成講座）⑥
御荘文化センター

１９：３０～２１：００ ふるさと一本松祭事前行事 一本松交流促進センター

11 土
  ８：３０～１７：００

第13回秋季学童軟式野球
県下選手権（～12日）

南レク城辺球場

  ９：００～１５：００ 親子木工広場 南レク御荘グラウンド

12 日

１０：００～１５：００ ふるさと一本松祭 広見地区田園

１３：００～１５：００ 行政相談（西海地域） 西海町民会館

１３：００～１６：００
県民総合文化祭（民謡民舞公演）
愛南町文化祭開幕イベント

御荘文化センター

１４：００～１６：００ 幼児映画会 御荘夢創造館

　　　 子育てサークル
　　「こあら」御荘保育所 
　　 毎週月・水・金曜日
　　　８：３０～１１：３０ 
　※（１０月９日・１１月３日は除く）
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愛
な
ん
ニ
コ
ニ
コ
、キ
ラ
キ
ラ
★
星

.

卒
園
者
に
も
大
人
気
で
す

　

た
ま
ご
コ
ロ
ッ
ケ
の
作
り
方
！

（
材
料
―

１
人
分
―

）

・
鶏
卵
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
30
ｇ

・
鶏
ひ
き
肉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
15
ｇ

・
玉
ね
ぎ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
20
ｇ

・
ホ
ワ
イ
ト
ソ
ー
ス

　

バ
タ
ー
…
…
５
ｇ

　

小
麦
粉
…
…
５
ｇ

　

牛
乳
…
…
…
50
㏄

・
塩
…
…
…
…
少
々

・
こ
し
ょ
う
…
少
々

・
パ
ン
粉
…
…
16
ｇ

・
油
…
…
…
…
５
ｇ

（
作
り
方
）

①
鶏
卵
は
、
か
た
茹

で
し
て
つ
ぶ
す
。

②
玉
ね
ぎ
は
、
み
じ
ん
切
り
。

③
油
を
熱
し
、
ひ
き
肉
と
玉
ね
ぎ
を
炒

め
、
塩
コ
シ
ョ
ウ
で
下
味
を
つ
け
る
。

④
バ
タ
ー
と
小
麦
粉
を
炒
め
、
牛
乳
を
加

え
て
よ
く
か
き
混
ぜ
、
固
め
の
ホ
ワ
イ
ト

ソ
ー
ス
を
作
る
。

⑤
①
、
②
、
③
を
合
わ
せ
る
。

⑥
形
を
整
え
て
、
小
麦
粉
・
と
き
卵
・
パ

ン
粉
を
つ
け
て
油
で
揚
げ
る
。

（
文 

小
成
川
保
育
園
）

福浦分園園児

城辺幼稚園園児

船越保育園園児

小成川保育園園児

｛ 
 
 
 

　

｛
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「能山公」を想い、踊りを奉納
　久良地区の「能山踊
り」(県無形民俗文化財
に指定)が行われ、古木
庵と久良漁協の2ヵ所で
念仏踊りが奉納されまし
た。　
　この踊りは、一遍上人
の広めた「念仏踊り」に
端を発し、古木庵に祭ら

れている、戦国末期の御荘領主勧修寺基賢の霊を慰めるた
め、踊り始めたと伝えられています。現在は「能山踊り保存
会」(会長 吉水俊

と し

夫
お

さん)によって保存、継承されています。

7/31～8/14

篠
南
の
熱
い
戦
い

　
　

「
ど
ろ
ん
こ
サ
ッ
カ
ー
」

　

篠
山
小
学
校
横
の
田
ん
ぼ
で
「
第
16
回

県
境
篠
山
騒
動
ど
ろ
ん
こ
サ
ッ
カ
ー
大
会
」

が
開
催
さ
れ
、
遠
く
は
大
阪
市
な
ど
か
ら

男
子
43
チ
ー
ム
、
女
子
8
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
優
勝
賞
金
10
万
円
を
か
け
、
ど
ろ
し

ぶ
き
を
上
げ
、
懸
命
に
ゴ
ー
ル
を
め
ざ
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
他
、
ど
ろ
ん
こ
フ
ラ
ッ

グ
ス
、
う
な
ぎ
つ
か
み
、
お
楽
し
み
抽
選
会
、

も
ち
ま
き
な
ど
が
あ
り
、
約
2,
0
0
0
名

が
、
イ
ベ
ン
ト
名
の
と
お
り
騒
い
で
活
発

に
体
を
動
か
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
も
知
名
度
が
上
が
り
、

9/3

気分も、髪もすっきりしたよ!
　南宇和理容美容組合(代表 吉村則

のり

男
お

さん)有志が、町内6施設の老人福祉施設で、入所者へのカットボランティ
アを行いました。その内、一本松荘で入所者(49名)の方々に、やさしく声をかけながら、ボランティア作業をされて
いた様子を取材させていただきました。
【参加された方々、敬称略】

菊池高
たか

幸
ゆ き

、藤田守
まもる

、瀧口賢
けん

一
い ち

、円城寺正
ただ

敏
と し

、本多計
かず

章
ふ み

、久 耕
こ う

一
い ち

、平田真
ま

衣
い

子
こ

、谷岡久
ひさ

子
こ

、大西加
か

代
よ

子
こ

、岩井安
やす

美
み

、鼻﨑律
りつ

子
こ

、中尾和
かず

美
み

、山本清
きよ

美
み

、山本淳
じゅん

子
こ

、山本安
あ

宅
た か

、久 明
あ け

美
み

、辰巳正
まさ

雄
お

、本多ゆり子、吉田浩
ひろ

史
ふ み

、松本久
ひさ

也
や

、立石和
かず

子
こ

、藪下勝
かつ

美
み

、山口ふさ美、宇都宮悦
えつ

、福留浩
ひろ

子
こ

、笹岡典
のり

子
こ

、山本一
かず

成
な り

、谷口ヒロ子、吉村則
のり

男
お

、山中

知
とも

雄
お

、幸田達
たつ

人
ん と

、鎌田順
じゅん

子
こ

、高橋祐
ゆう

樹
き

、山口宗
むね

宏
ひ ろ

、船平丘
たか

子
こ

、宇都宮睦
むつ

子
こ

、末弘信
し

乃
の

、三浦起
き

代
よ

子
こ

、橋本スズ子、

橋本千
ち

穂
ほ

、河人総
ふさ

子
こ

、藤堂義
よし

幸
ゆ き

9/11

川の水は冷たいけど、楽しかったよ!
　 ありんこくらぶ (会長 宮
崎和

かず

友
と も

さん ) は、障害を持
つ子どもと保護者、活動を
支援する仲間、飛脚クラブ
(会長 山本早

はや

夫
お

さん ) が集
まり、篠山自然学習館付近
の芝生広場で、バーベキュー
や川遊びなど、参加者の交
流を深めました。同クラブは
「障害があっても、共に生き
ることができる町」をめざし、会員同志の親睦や講演会など、
交流の輪を広げるため活発な活動に取組んでいます。

8/20

子供たちの元気をプレゼント!

　国保一本松病院で七夕祭が開催され、一本松保育所の年
長組園児が、歌と踊り、肩叩きなど、子供たちの笑顔とやさ
しい声掛けに、入院患者も笑顔で答えていました。締めくく
りは、入院中の吉田さんの口説きに合わせて、全員で盆踊り
で暑さを吹き飛ばしました。

8/10
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オーケストラがやって来た!

　 御荘文化センターで、優れた芸術を鑑賞し、豊かな心を育

てようと、昨年に続き「本物の舞台芸術体験事業」が開催され、
町内9つの中学校1・2年生、約600名が、関西フィルハーモニー
管弦楽団 (指揮 藤岡幸

さち

夫
お

さん、80名 ) の心に響く、迫力あ
るオーケストラの演奏を楽しみました。

9/6 遠
く
か
ら
参
加
さ
れ
る
方
が
多
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
10
年
と
い
う
年
月
が
経
ち
、

今
一
度
「
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
地
域
が
ど
う

変
っ
て
き
た
の
か
、
地
域
に
何
を
も
た
ら

し
て
き
た
の
か
」
を
検
証
し
、
更
な
る
篠

南
の
里
の
魅
力
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

【
サ
ッ
カ
ー
大
会
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
】

○
男
子
の
部
優
勝

さ
く
ら
（
愛
南
町
）、

M
V
P 

島
津
祐ゆ

う

二じ

さ
ん
（
増
田
）

○
女
子
の
部
優
勝

T
E
X
A
S
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
宇
和
島
市
）、

M
V
P 

安
濃
沙さ

織お

り

さ
ん
（
宇
和
島
市
）

ゴミを捨てないで!
　御荘夏まつりの翌朝、僧都
川河川敷周辺を平城小学校
児童、御荘中学校生徒、御
荘赤十字奉仕団などが清掃
を行いました。「まつり」の
後のゴミはとても多く、缶や
ペットボトルは川の水を利用して洗うなど工
夫して作業が行われていました。一人ひとりが
意識することでゴミの減量、分別が図れると思わ
れます。みんなが楽しめる夏まつりをめざしましょう。

8/22

ダンスや歌に、燃えた夜

　御荘文化センターで「吉川晃司 LIVE2006サバンナナイトin
愛南」が開催され、アップテンポなサウンドが鳴り始め、吉
川晃司さんが登場すると、遠方から詰め掛けた熱狂的なファ
ンも含め、約 500 名が総立ちで応え、「桃太郎侍」の主題歌
「サバンナの夜」やアコースティックギターによるバラード「終
わらないサンセット」、劇場版「仮面ライダーカブト」の主題
歌「ONE WORLD」、デビュー曲「モニカ」など、「かっこいい」
が似合うエネルギッシュなKIKKAWAワールドを堪能しました。

9/10



広報　　　　　　　 平成１８年１０月号 20

元
気
い
っ
ぱ
い
愛
ら
ん
ど

　

御
荘
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
相
撲
場
で
、
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
主
催
の
「
第
2
回
愛
南
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
大

会
相
撲
競
技
」
が
開
催
さ
れ
、
約
90
名
の
少
年
力
士
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

少
年
力
士
ら
は
、
保
護
者
や
観
客
の
声
援
を
受
け
、
夏
の
暑
さ
に
も
負
け
な
い
、
熱
い
取
組
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
団
体
優
勝
及
び
個
人
優
勝
の
み
掲
載
）

○
団
体
戦 

赤
水
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

○
学
年
別
個
人
戦

1
年 

井
手
紗さ

人ひ

と

（
平
城
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）           

2
年 

山
岡
慶の

り

吉よ

し

（
平
城
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）           

3
年 

山
木
穣

じ
ょ
う

（
赤
水
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）           

め
ざ
す
は
横
綱
!

8/
　19　

兵
庫
県
や
し
ろ
会
館
水
泳
プ
ー
ル
で
「
2
0
0
6 
B
&
G
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
競
技
会
」
が
開
催
さ
れ
、
自
由
形
・
背
泳
ぎ
・
平
泳
ぎ
・
バ
タ
フ
ラ
イ
の
4
種
目
に
本
町
か
ら
8
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
大
会
で
は
、
日
頃
の
練
習
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
て
、
全
国
の
舞
台
で
も
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
な
お
、
各
県
対
抗
（
14
県
が
参
加
）
で
は
、
愛
媛
県
（
今
治
市
・

愛
南
町
）
チ
ー
ム
が
女
子
団
体
で
3
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
小
・
中
学
生
の
部
、
上
位
3
位
ま
で
掲
載
）】

※
浅
海
早さ

希き

さ
ん
は
、
B
&
G
通
信
水
泳
記
録
会
50
m
自
由
形
ラ
ン
キ
ン
グ
1
位
で
招
待
選
手
と
し
て
出
場
。

○
50
m
自
由
形 

1
位 

浅
海
早さ

希き

（
中
浦
小
4
年
）
34
秒
79　

3
位 

若
松
健け

ん

（
御
荘
中
3
年
）
28
秒
26
〈
大
会
新
〉
3
位  

岡
村
香か

奈な

（
御
荘
中
2
年
）
31
秒
40

○
50
m
背
泳
ぎ 

1
位 

浅
海
早さ

希き

（
中
浦
小
4
年
）
40
秒
47
〈
大
会
新
〉

○
50
m
平
泳
ぎ 

2
位 

浅
海
早さ

希き

（
中
浦
小
4
年
）
48
秒
09

○
1
0
0
m
自
由
形 

2
位 

若
松
健け

ん

（
御
荘
中
3
年
）
1
分
00
秒
44
〈
大
会
新
〉　

3
位  

岩
﨑
雅

み
や
び

（
御
荘
中
2
年
）
1
分
07
秒
35

全
国
の
舞
台
で
、
大
活
躍
!

8/
　20

選手宣誓をする

下山拓
たく

真
ま

くん
（平城スポーツ少年団）

4
年 

片
山
桂け

維い

（
城
辺
相
撲
ク
ラ
ブ
）

5
年 

近
平
佳け

い

多た

朗ろ

う

（
平
城
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

6
年 

中
田
走そ

う

（
赤
水
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

　

高
知
県
春
野
相
撲
場
で
開
催
さ
れ
た
「
第
24
回
四
国
小
学
生
相
撲
選
手
権

大
会
」
に
お
い
て
、
小
学
5
年
生
の
部
で
、
近
平
佳け

い

多た

朗ろ

う

く
ん
（
平
城
小
）

が
優
勝
、
岩
村
孔こ

う

成せ

い

く
ん
（
一
本
松
小
）
が
3
位
、
小
学
6
年
生
の
部
で
、

中
田
走そ

う

く
ん
（
赤
水
小
）
が
優
勝
し
、
12
月
10
日
に
国
技
館
（
東
京
都
）
で

開
催
さ
れ
る
「
第
18
回
全
日
本
小
学
生
優
勝
大
会
」
に
出
場
し
ま
す
。

国
技
館
で
も
活
躍
を
!

8/
　27

団体戦 優勝 赤水スポーツ少年団　

中浦小 4年の

浅海早
さ

希
き

さん

左から、近平佳
けい

多
た

朗
ろう

くん、中田

走
そう

くん、岩村孔
こう

成
せい

くん
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中学の部優勝 御荘中学校

　

愛
媛
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
、
中
学
生
が
体
験
を
通
じ
て
得
た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
を
発
表
す
る
「
愛
媛
の
未
来
を
ひ
ら
く
少
年
の
主
張
大
会
」

（
県
下
で
7
校
、
10
名
が
参
加
）
が
あ
り
、
本
町
か
ら
参
加
し
た
内
海
中
学
校
3
年
、
木
下
裕ゆ

理り

さ
ん
の
祖
母
か
ら
学
ん
だ
生
き
方
を
発
表
し
た
「
祖

母
の
教
え
」、
福
浦
中
学
校
3
年
、
谷
口
翔

し
ょ
う

子こ

さ
ん
の
釣
り
客
の
多
い
福
浦
の
現
状
を
活
か
し
、
地
域
再
生
に
向
け
た
活
性
策
を
発
表
し
た
「
ふ
る

さ
と
再
生
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
お
二
人
の
主
張
の
よ
う
に
、
地
域
を
愛
す
る
個
々
の
思
い
を
、
ど
の
よ
う
な
形
で
結
集
し
て
い
く
の
か
、
こ
れ
が
ま
ち
づ
く
り
だ
と
思

い
ま
す
。
見
事
、
入
賞
さ
れ
た
お
二
人
も
、
夢
を
抱
い
た
今
を
忘
れ
ず
、
前
向
き
に
学
業
に
励
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 夢

を
形
に
、
私
た
ち
の
思
い
!

9/2
緑
公
民
館
で
は
、
恒
例
の
「
緑
八
朔
相
撲
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
小
学
生
の
部
に
1
2
0
名
、
一
般
の
部
に
11
チ
ー
ム
、
南
宇
和
高
校
他
が
参

加
し
た
宮
相
撲
が
あ
り
、
土
俵
の
周
り
を
熱
い
声
援
を
送
る
保
護
者
が
取
り
囲
み
、
活
気
に
溢
れ
た
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元

有
志
に
よ
る
か
き
氷
の
販
売
も
行
わ
れ
、
賑
や
か
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

【
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
優
勝
の
み
掲
載
】

〈
小
学
生
の
部
〉

●
学
年
別
個
人
戦

○
1
年 

近
平
昌ま

さ

優ひ

ろ

（
平
城
）　

○
2
年 

松
田
凌

り
ょ
う

人と

（
城
辺
）　

  

○
3
年 

山
木 

穣
じ
ょ
う

（
赤
水
）　
　

○
4
年 

片
山
桂け

維い

（
城
辺
）　

○
5
年 

岩
村
孔こ

う

成せ

い

（
一
本
松
）
○
6
年 

寺
岡
賢け

ん

吾ご

（
緑
）

●
団
体
戦
（
低
学
年
） 

平
城
A 

●
団
体
戦
（
高
学
年
） 

緑
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

〈
一
般
の
部
〉

団
体
戦 

城
辺
小
ク
ラ
ブ

強
く
、
た
く
ま
し
く
な
ろ
う
!

9/2　

南
レ
ク
城
辺
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
奉
仕
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
青
少
年
の
健
全

育
成
を
め
ざ
し
た「
ヤ
ン
グ
S
S
運
動
」の
一
環
と
し
て「
第
22
回
ヤ
ン
グ
S
S
サ
ッ

カ
ー
大
会
」（
南
宇
和
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、
町
内
の
小
学
校

21
チ
ー
ム
、
中
学
校
3
チ
ー
ム
が
参
加
し
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
保
護
者
ら
の
声
援

を
受
け
た
選
手
た
ち
は
一
生
懸
命
に
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
て
い
ま
し
た
。

【
試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
優
勝
チ
ー
ム
の
み
掲
載
】

1
部
（
6
年
生
以
下
）
城
辺
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

2
部
（
4
年
生
以
下
）
平
城
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
A

3
部
（
2
年
生
以
下
）
一
本
松
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
A

中
学
の
部 

御
荘
中
学
校

サ
ッ
カ
ー
通
じ
て
健
全
育
成
を
!

9/3

内海中 木下裕
ゆ

理
り

さん

1部優勝 城辺少年サッカークラブ

2部優勝 平城スポーツ少年団 A

3 部優勝 一本松少年サッカークラブ A

福浦中 谷口翔
しょう

子
こ

さん

前列が低学年優勝の平城 A、
後列が高学年優勝の緑スポーツ少年団
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愛
南
文
芸

生
活
サ
ポ
ー
ト
情
報

心配ごと相談室
　次の日の午後２時～４時に、無料で民生児童委員２名が日常生活でかかえる心配ごと
の相談をお受けします。
　10月14日　御荘老人福祉センター　10月18日　DE・あ・い・21
　10月25日　御荘老人福祉センター（ 一本松山村開発センター）　    西海支所

福祉法律相談室
　次の日の午後２時～４時に、無料で弁護士と民生児童委員１名が相談をお受けします。
　10月10日　御荘老人福祉センター
　詳しくは、社会福祉協議会本所（℡70－1251）へ問い合せください。

◆
城
辺
短
歌
会

子
ど
も
ら
の
俳
句
書
か
れ
し
行
灯
の
店
々
に
並
ぶ
も
見
る
人
の
な
く　

吉
田　

信
保

年
賀
状
は
明
る
く
書
こ
う
若
し
か
し
て
こ
の
絵
が
遺
書
に
な
る
か
も
し
れ
ず　
　

入
多　

渥
美

笑
は
れ
て
ゐ
る
か
も
知
れ
ぬ
こ
の
齢
で
ま
だ
踊
り
ゐ
る
吾
と
思
ひ
ぬ　

藤
森
多
摩
子

激
し
き
音
響
か
せ
ヘ
リ
は
低
く
飛
ぶ
行
方
の
知
れ
ぬ
老
人
探
し
て　

長
田
ハ
ル
子

五
ユ
ー
ロ
の
紙
幣
一
枚
握
り
し
め
値
切
り
つ
つ
買
ふ
美
し
き
布　

前
田　
　

充

◆
城
辺
川
柳
会
「
海
」

枠
を
組
み
海
の
プ
ー
ル
で
記
録
会　

て
ま
り

日
焼
け
し
た
海
の
男
の
コ
ッ
プ
酒　

ト
ミ
ヱ

散
歩
道
夕
日
が
海
を
赤
く
染
め　

一　

女

大
津
波
も
運
に
任
せ
て
住
む
海
辺　

ツ
タ
ヱ

あ
の
頃
は
み
ん
な
歌
っ
た
海
ゆ
か
ば　

ト
ク
ヱ

台
風
来
れ
ば
優
し
い
海
も
牙
を
む
き　

き
く
み

こ
の
海
と
山
で
和
ん
で
夢
を
見
る　

ひ
と
み

深
浦
湾
漁
協
移
転
し
海
淋
し　

登
志
恵

荒
海
を
蹴
っ
て
度
胸
の
男
船　

栄　

華

◆
城
辺
俳
句
会

花
び
ら
の
艶
お
と
ろ
へ
ず
落
椿　

安
岡　

敏
雄

命
日
の
母
に
い
た
だ
く
吾
亦
紅　

若
林
八
重
子

老
い
漁
師
海
水
浴
場
の
ご
み
拾
う　

長
尾　

則
夫

子
燕
の
巣
立
ち
シ
ャ
ッ
タ
ー
気
兼
ね
な
し　

中
尾
伊
都
子

パ
ソ
コ
ン
で
孫
は
流
行
の
浴
衣
着
る　
　
　

清
水
せ
い
子

窓
を
打
つ
嵐
の
よ
う
な
や
ま
じ
風　

来
嶋　

清
子

ヒ
オ
ウ
ギ
貝
の
メ
ニ
ュ
ー
募
集
！

内
海
ヒ
オ
ウ
ギ
貝
養
殖
協
議
会
で
は
、
ヒ
オ

ウ
ギ
貝
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー（
レ
シ
ピ
）を
広
く
募

集
い
た
し
ま
す
。
優
秀
作
品
は
ゆ
ら
り
内
海
に

お
い
て
、
期
間
限
定
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
実
際
に
お

客
様
に
提
供
い
た
し
ま
す
。
料
理
名
、
材
料
名
、

分
量
、
作
り
方
等（
で
き
れ
ば
写
真
・
イ
ラ
ス
ト
な

ど
も
付
け
て
）を
書
い
て
、
ゆ
ら
り
内
海
ま
で
送

付（
℻
８
５
―

１
１
６
６
で
も
可
）し
て
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り　

10
月
31
日（
火
）

問
い
合
せ　

詳
し
く
は
ゆ
ら
り
内
海
（
℡
８
５
―

１
１
５
５
）
ま
で
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

第
１
回
フ
レ
ン
ド
リ
ー
カ
ッ
プ

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
開
催
の
お
知
ら
せ
！

日　

時　

11
月
５
日（
日
）８
時
30
分
〜
開
会
式

場　

所　

一
本
松
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー

【
開
会
式
】・
国
民
体
育
館

種　

別　

ミ
ッ
ク
ス
【
男
子
３
名
・
女
子
３
名
】

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

参
加
料　

１
，０
０
０
円

※
愛
南
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
登
録
料

（
１
人
５
０
０
円
）が
必
要
で
す
。

申
込
方
法

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
、
も
し
く
は
最
寄

り
の
公
民
館
に
て
大
会
要
項
を
閲
覧
い
た
だ
き
、
申
込

用
紙
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
多
数
の
皆
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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南宇和

伊予由良

西海

城辺深浦

地区名 子の名 保護者

地区名 亡くなった方 享年

お誕生おめでとう

ご冥福をお祈りします

※上記情報は、広報紙掲載に対して、
ご家族等に同意をいただいております。

（８月受付分）

（８月受付分）

み
な
さ
ん
、
ご
存
知
で
す
か
。

県立南宇和病院の「さわやか」医療情報

県立南宇和病院　医監　内科部長 

村上　晃
こうじ

司　先生

　「ピンピンコロリ」

　寝たきりになったり、ボケたりすること

なくピンピン元気に生きて、最期は長患い

せずにコロリと逝くことをピンピンコロリ

といいます。たいていの人がピンピンコロ

リを願っていますが、うまくいかないこと

も多いようです。

コロリと逝くには、ピンピン長生きしなければなりません。

ピンピン長生きすればするほどコロリと逝きやすくなります。

　ピンピン長生きするには、まず脳卒中や痴呆を防ぐ必要があ

ります。

　脳卒中や痴呆の大きな原因は動脈硬化です。動脈硬化は、高

血圧、糖尿病、高脂血症、肥満や喫煙などで促進されます。こ

れらを予防するには若い元気なときからの食事や運動など生活

習慣が大切です。

　まずは検診を受け、保健師さんのアドバイスをよく聞くこと

をお勧めします。もちろん検査に異常があれば放置せずに病院

を受診してください。

　病院ではコロリのお手伝いをするわけにはいきませんが、ピ

ンピン長生きのお手伝いをさせていただきます。

２
０
１
１
年
７
月
24
日
ま
で

に
、
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
は

終
了
し
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

に
完
全
移
行
し
ま
す
。

南
宇
和
郡
内
で
は
、
現
在
４

つ
の
中
継
局
か
ら
地
上
ア
ナ
ロ

グ
放
送
が
送
信
さ
れ
て
お
り
、

各
放
送
事
業
者
に
お
い
て
、
現

在
と
同
じ
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
が

カ
バ
ー
で
き
る
よ
う
、
下
記
の

予
定
で
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
２
０
１
１
年
７
月
24
日
ま

で
に
終
了
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
関
す
る
こ
と
は
、

　

総
務
省
四
国
総
合
通
信
局
（
放
送
課

℡
０
８
９
―

９
３
６
―

５
０
８
０
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン

放
送
」
で
詳
し
く
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.shikoku-bt.go.jp/digi_tv/index.htm

l
     地上デジタル放送 中継局の整備予定（H18.3.31現在）

中継局名     NHK 南海放送 テレビ愛媛 あいテレビ 愛媛朝日テレビ

南宇和局  2008年 2008年 2008年 2009年 2009年

伊予由良局      2008年 2010年 2008年 2009年 2009年

城辺深浦 2009年 2009年 2010年 ― ―

西海局 2009年 2009年 2010年 ― ―

　詳しくは、総務課情報電算係へ問い合せ
くさだい。
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■印刷

明星印刷工業株式会社

愛南町の持つ魅力をご紹介していきたいと思います。

皆様からの掲載依頼など、気軽に情報をお寄せください。

編 集 後 記愛は南から

愛南町の人口
（平成１８年９月１日現在）

世帯数　11,128 戸　
人口　   27,466 人
　男　   12,844 人
　女      14,622 人

　今号では「愛媛の未来
をひらく少年の主張大会」
で優秀賞を受賞された内
海中 3年の木下裕理さん、
福浦中 3 年の谷口翔子さ
んを紹介しました。作文
を読ませていただき、と
ても感銘を受けました。
　家族や地域を想い、周
りのさまざまな力に支え
られ、人を思いやり、信
じる心を持つこと、この
ような人材をいかに育て
るかが、愛南町の人材育
成のキーワードといえる
と思います。
　今後、本町を取り巻く
環境も、少子高齢化や産
業・経済の構造的な変化、
道州制や市町村合併など、
先行き不透明な時代が続
くと予測されます。
　どんな時代になろうと
も、人材が町の一番の「宝」
です。私たち大人にでき
ることは、磨けば光り輝
く「子どもたち」を、間
違っても、簡単に人を殺
したり、自己中心的な発
想で周りの人を巻き込ん
だ犯罪などを起こさない、
家族や地域に感謝し、人
のために何かができる生
き方ができるよう、正し
い道に導くことが重要で
はないでしょうか。やは
り、地域活性化も「人材」
がカギ、遠回りしてでも、
継続性のある町の活力を
生むためには「人づくり」
が大切になってくると信
じています。

　偶然、山出地区にある稲刈りをした田んぼ

で、自然の光と風で乾燥させる稲木を撮影す

ることができました。最近は、あまり目にす

ることが少なくなりましたが、石積みの棚田

と相まって、美しい田園風景で、我が町の自

慢の一つでもあります。

　この山出地区には、27 戸の農家があり、耕

作面積は 11.5ha で、写真のような自然乾燥に

こだわった稲木をかけている農家は 4戸だそ

うです。これからも、季節を感じる風物として、

守り続けてほしいものです。


